
事 業 名 称 地域の多主体が連携した空き家対策の拠りどころ「信濃大町まち守舎」の創出 

事 業 主体 名 信濃大町まち守舎 

連 携 先 大町市役所、東京大学、信州大学 

対 象 地 域 長野県大町市 

事 業 の特 徴 

・ アウトドア商品の販売やサイクル・ランステーション機能を有する山岳情

報拠点「.BASE OMACHI（ドットベースオオマチ）」内に、まち歩き・やま

遊び・空き家紹介、旅から移住定住までを応援する「相談窓口」を開設 

・ 住人自らが案内する住人十色のまち歩き「大町わがまち案内人」の開催 

・ 地域を学び、地域で実践する「空き家の学校」のシリーズ開催 

・ 地元専門家による「空き家の相談会」の開催 

・ インスペクションの促進 

・ 空き家・空き店舗の物語を記録する「空き資源カルテ」の作成 

・ 「人」を紹介する不動産情報ウェブサイトの構築（2020 年春公開予定） 

成 果 

これまで見えなかった、地域における、空き資源情報の生産→共有→試用の場

の創出を地域のステークホルダー（住民・高校・大学・行政ら）で協働実践（プ

ロセスを共有）することで中間支援活動の輪郭を形づくる可能性が示された。 

また、事業実施の成果物として、相談窓口・大町わがまち案内人・空き家の学

校・空き家の相談会の実施報告及び空き資源カルテを作成した。 

成果の公表先 
朝日新聞、中日新聞、日本経済新聞、大糸タイムス各社の新聞掲載 10 件、 

現在構築中のウェブサイトで様々な上記取組や情報を掲載する予定 

 

１．事業の背景と目的 

これまでの大学と行政による共同研究で推進してきた、

地元の高校生から自治会長まで多様な主体が参画するス

クール形式の「空き家の学校」の取り組みが特徴である。

不動産所有者や移住希望者らも参加する機会として成長

し、空き家の掃除から民泊の勉強、実際に改修までも学び

ながら実践するプロセスの共有の現場となっている。地域

内外の人と人が出会える場として、空き家の貸し手・借り手、

売り手・買い手とのマッチングも生まれてきている。この取り

組みを基にして公民学連携のエリア・マネジメント組織「信

濃大町まち守舎」が 2019 年 5 月に発足し、イベント時など

の非日常的な機会だけでなく、日常的な多主体の活躍・

連携拠点として、やま遊びから移住定住、空き家、暮らし、人

に関する相談窓口の開設や住人自らが案内する住人十色のまち歩き「大町わがまち案内人」のシリーズ化、

空き家の相談会の開催、インスペクションの促進等の様々な取り組みを本事業において展開している（図

1）。 

そして、本事業では特にこれまで見えていなかった空き資源の見える化をウェブサイトの設立を契機にし

て促そうと試みている。これまでの住情報のあり方を問い直し、「人を紹介する不動産情報サイト」を目指し、

現在鋭意その準備を進めている。具体的には、空き資源カルテの作成を通して建物の履歴や物語を所有

者らへの取材記事として紹介するものであり、人と人が出会える情報生産を目指している。この積み重ねに

よって、単なる空き家一軒の解消に留まらない、地域自治の活性化や観光客や移住者等の受け皿としての

図１ 本事業全体の関係図 



価値を高めることを目指している。発足したばかりの組織のスタートアップとして、機能の充実や体制の検討

を深めていくことで、空き家対策の基盤づくりを行うことが目的である。 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

図２. 事業進捗の見取り図 

事業の概要と手順は図 2 のとおり、これまで「空き家の学校」の教室として活用させて頂いた「旧ミヤハラ

電器店(写真 1)」が「.BASE OMACHI(写真 2)」として 2019 年 11 月に生まれ変わり、アウトドアショップ＋αの

機能の他に空き資源情報の拠点・窓口として、山から空き家まで、多彩なコンシェルジュ機能を有する場が

実際に完成しプレ・オープンした。空き店舗の再生プロセス自体を段階的に学びの場として扱い、協働で創

り上げることで、地域の様々な方々との接点を構築した。人と情報の集う新たな交流拠点として、日々進化

している。これからの「空き資源の活用・流通」における環境が構築しつつあることを特筆する。 

（２）事業の取組詳細（図２と対応） 

【共有の場・試す機会】 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①相談窓口の開設・相談事務の実施(随時)

②まち歩き「大町わがまち案内人」の開催

（11・12月に４人、1・２月に４人の計８人の住人十色のまち歩き）

③「空き家の学校」の開催(先進地視察など研修機会としても実施)

：上記のまち歩きと連動して実施

④「空き家の相談会」の開催（地域の専門家と協働しテーマ毎に実施）

：上記のまち歩きと連動して実施

①空き家・空き店舗の募集呼び掛け

②「空き資源カルテ」の調査・作成：所有者からの連絡に基づき、現地調

査やインタビュー等を行い記録化・マッチング情報のストック

③ウェブ空間のプラットフォーム「コミュニティサイト」の制作：サイトマップ

およびデザインの検討、ローカル・メディアとの融合

④ウェブ空間のプラットフォーム「コミュニティサイト」の制作：パイロット版

の開設・運用面の検証へ→来春から本格稼働（予定）
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① 相談窓口の開設・相談事務の実施 

2019 年 11 月にプレ・オープンした写真 2 の拠点

施設内に、まち歩き・やま遊び・空き家紹介、旅か

ら移住定住までを応援し、北アルプス山麓の大町

ならではの暮らしに関する情報提供、人と出会う場

として、相談窓口を2019年12月14日に開設した。

北アルプス山麓の地域柄、山好きな相談者・移住

者が多くいることがこれまでの調査で明らかになっ

ていたため、別々のセクションに分けずにあえて統

合した多機能な窓口として設置した。これまで実施

回数は、2020 年 2 月 28 日現在で合計 30 回、参

加数は 34 組にのぼっている。 

誰でも気軽に相談できる場所がまちなかに創出

されたことで、移住目的の方がスポーツ・アクティビ

ティの情報を、山岳情報を目的に来訪した方が空

き家の情報を、という具合に単一の目的のための

場ではなく、本来ならば多領域にまたがる興味・関

心の受け皿として機能し始めている。 

  

図３ 相談窓口の開設をお知らせするチラシ 

 

表１ 相談窓口開設一覧 

相談対応 担当者 開設日 相談者 

高松 永和さん（design nuts） 12/14、27、1/10、11、24、25、2/7、8、21 13 組 

勝亦 達夫さん（信州大学助教） 12/25 1 組 

屋田 翔太さん（株式会社フリーフロート代表） 12/19、26、1/16、2/6、13、14、25 8 組 

堀口 拓さん（一級建築士事務所 大町ぶぶ） 12/28、1/15、22、23、29、30、2/5、12、26、27 23 組 

神社 正幸さん（五日町住人） 1/9、2/11 1 組 

計 46 組 

 

相談窓口業務として、1)まず気軽に雑談、店内の紹介などをするなかで、相談者のいろいろな思い

を汲み取る→2)相談内容の記録（相談対応シートに記録する）→3)相談内容の共有（信濃大町まち守

舎の ML を活用して情報共有、データのストック→4）相談対応の検討（月一回の定例会議で議論すべ

きものはどのような状況かを直接共有し、加速的に議論すべきものは、オンライン上で臨時に検討す

る）。 

相談窓口が有する機能として、予定も含め提供できる環境を用意した。 

・ 地域の空き資源所有者および移住希望者だけでなく、老若男女誰でも気軽に雑談ができる場所と

して提供。 

・ まち歩きや空き家の学校等のまち守舎が主催するチラシ、その他市内の様々な団体のイベン等の

チラシを置ける環境を用意する。 

・ 相談事をシートに記入し掲示できるようにする（ウェブサイト上でも実装予定）。 

・ 空間情報（地図／模型）の展示（予定） 



・ ウェブサイトの登録者用コンテンツの閲覧のためのアカウント登録がこの相談窓口でのみ可能とす

る（アカウント制）。「まず来てもらう」ことで、旅の延長の移住を検討してもらいたい。 

・ 空き資源カルテの閲覧（案内も将来的に実施する予定：まち歩きと連動） 

・ その他、山岳情報やスポーツ・アクティビテイの情報、 

 

② まち歩き「大町わがまち案内人」の開催 

住人自らが案内する住人十色（十人十色）のまち歩き「大町わがまち案内人」を秋編計４回、冬編

計４回の合計８回開催した。同じまちでも、案内する方の視点や巡りかたによって異なる価値を生み

出すことができるため、リピーターも散見された。開催概要は、表２のとおり。合計 人の参加者があり、

これまで埋没していたまちの魅力をあらためて知る機会となった。開催チラシや当日の様子などの詳

細な記録は、提出書類⑭：本事業の経費で作成した成果物を参照のこと。 

表２ 「大町わがまち案内人」の開催概要 

Ver. 回 日付 まち歩き内容（見出し） 案内人 参加者 

秋 

Vol.1 11/15 ｢町屋と塩の道を巡って｣ 渡邉 充子さん（（株）創舎わちがい代表取締役） 8 人 

Vol.2 11/16 ｢甘味とまち歩き、時々お酒｣ 小松 令子さん（仁科町住人） 6 人 

Vol.3 12/13 ｢まちの成り立ちと水の関わりを探る｣ 鈴木 幸佳さん（ぐるったネットワーク大町事務局長） 9 人 

Vol.4 12/14 「まちなかで感じる山とダム」 梅田 敏男さん（多趣味な建築設計士） 6 人 

冬 

Vol.5 1/18 「大町の映画館文化とレトロ喫茶巡り」 中村 直人さん（商店街生まれ商店街育ち） 7 人 

Vol.6 1/26 「大町で生活も仕事も DIY！マイラ

イフ探しのお手伝いします」 

屋田 翔太さん（（株）フリーフロート代表取締役） 9 人 

Vol.7 2/8 「大町のまちなか巡って！撮っ

て！“映える”写真伝授します」 

たつみ かずきさん（とある音楽家の古民家管理

人） 

6 人 

Vol.8 2/25 「古地図を片手にまちなか歩き！」 梅田 敏男さん（多趣味な建築設計士） 10 人 

 

③ 「空き家の学校」の開催 

地域から学び地域で実践する「空き家の学校」は、主に平日の夜に開催する座学と土日を使って

開催する実践の両面で構成されている。これまで、この場を通じて家主と企業希望者が出会うことで

空き店舗の再生にも繋がっている交流機会である。市外近隣市町村の参加者も多く、扱うテーマ等

も参加者らによって発案されることも増加してきている。表３に開催概要を示す（詳細は、提出書類

⑭：本事業の経費で作成した成果物を参照）。 

表３ 「空き家の学校」の開催概要 

日付 テーマ・題目 講師・視察先 参加者数 

11/15 座学「インスペクションしてみませんか？」 竹内 祐一さん（竹内設計工房代表） 11 人 

12/18 座学「ポートランドのまちづくりから学ぶ」 勝亦 達夫さん（信州大学助教） 15 人 

1/24 
座学「まちの空き資源を活用する〜浅間温泉

わいわい広場の取り組み」 

柳澤 直樹さん（株式会社地食地産） 

小澤 智幸さん（株式会社地食地産） 
32 人 

2/18-19 
先進地視察「石川県金沢市〜輪島市」 

※2 時限分としてカウント 

金沢市：シェア金沢、金澤町屋情報館ほか 

輪島市：うめのや BULLET、輪島カブーレほか 
18 人 

2/24 実践「まちの空き資源を活用して暮らす・創る」 相澤 正樹さん（陶芸家） 28 人 

2/28 
座学「古民家を活用してサスティナブルな社

会をつくる」 

山上 浩明さん（株式会社山翠舎 代表取締

役） 

コロナ対応

のため延期 

計 104 人 



④ 「空き家の相談会」の開催 

地域の専門家と協働しテーマ毎（例：賃貸・売買／建物調査／相続・税務／解体・古材リユースな

ど）に実施し、オーナーや起業・移住希望者等のそれぞれのニーズに対応した専門家による相談会

を開催した。 

本事業期間内では、実はなかなか相談するにはハードルの高い不動産屋さんを講師に迎え、より

気軽に市内の不動産事情（相場・流通状況等）について相対できる機会を創出した。開催概要は表

４のとおり（チラシ等の詳細は、提出書類⑭：本事業の経費で作成した成果物を参照）。 

表４ 「空き家の相談会」の開催概要 

日付 テーマ・題目 講師 参加者 

2/13 「大町の不動産事情を知るーまちの不動

産屋さんによる空き家相談会」 

金井 透貴さん（さくら不動産 大町支店長） 10 人 

 

【情報生産】 

① 空き家・空き店舗の募集呼び掛け 

空き資源カルテの調査候補

の発掘及び、さらなる空き資

源の情報生産・流通に向け、

大町市中心市街地のエリアを

占める大町地区限定でオー

ナーによる手あげ型の募集情

宣を行った（図４）。実際に４件

の問合せがあり、個別にオー

ナーへの聞き取り・現地の状

況確認を行い、空き資源カル

テの対象物件となっている。

今後も、随時相談機会を創出

しつつ、埋もれていた空き資

源情報を発掘する。 

図４ 空き家・空き店舗募集チラシ 

 

② 「空き資源カルテ」の調査・作成 

空き資源カルテとは空き家や空き店舗等を資源と捉

え、これまで一緒くたにされてきた空き家情報のあり方を

改めて問い直し、建造物が持つ様々な潜在的情報にも

注目する。つまり、空き資源の個性を家主を中心にイン

タビューとして抽出することを目的としている。市内のデ

ザイン・編集・ライティング制作に長けた方々にインタビ

ュアーとして参画いただいた（写真３）。ウェブサイトへの

記事化をまずは目標に、1)オーナー(またはオーナーの

ご家族や関係者、経営していた店舗・企業等)の物語・

文脈を中心的に掘り下げ、話し手の言葉を中心に紹介

（特に、誇りやこだわり、ターニングポイント、増改築の履

歴など）、2)オーナー等の現在の当該空き資源に対する

写真３ 現地でのインタビューの様子 

九日町 旧美寿々 



想い（当該空き資源をどうしたいのか・どんな人に/どのように使ってもらいたいのか）、3)オーナー等の地域

に対する想い、4)オーナー等（話し手）の現地での顔写真（バストショット）、当時の写真（聞き取り内容と関

係のある写真が望ましい）、5)その他（記事に掲載はしないが、情報として記録し限定的に開示する項目）と

して、所在地住所・規模（階数）・構造・築年数・敷地面積・延床面積・建ぺい率・容積率・駐車場の有無(台

数)・倉庫など附属屋の有無・主要な採光面の方角・設備関係（上下水道・電気・トイレ・浴室等）の情報・接

道状況・用途地域・都市計画法上の区域・図面（確認申請時のものなど）・その他特記事項を有するシート

を用いて記録した。本事業期間内で実施した４件の空き資源・６本の記事の一覧を表５に示す（記事の成果

は、提出書類⑭：本事業の経費で作成した成果物を参照。6 本のうち 3 本で、残り 3 本は作成中）。 

表５ 「空き資源カルテ」の調査対象一覧 

町名 物件名 インタビュイー ライター担当 

九日町 旧美寿々 小日向 忠さん・孝さん（旧美寿々 オーナー） 髙松 永和さん 

日の出町 旧オビ金物店 小尾 信二さん（旧オビ金物店 オーナー） 
稲澤 そし恵さん 

大原町 旧木彫の館 内山 翔平さん（木工職人） 

八日町 
.BASE OMACHI 

（旧ミヤハラ電器店） 

宮原 敏樹さん（旧ミヤハラ電器店 オーナー） 

屋田 翔太さん（株式会社フリーフロート 代表） 

髙松 香苗さん 

髙松 永和さん 

 

③ ④ 人ベースのコミュニティサイトのデザイン検討・制作・稼働に向けて 

空き家は「人」の物語である。家族の歴史や生業・仕事の歴史そのものである。同じものは一つとして

無く、様々な痕跡を残している。一方で、移住や起業には大きな覚悟が必要で、その地域に暮らす魅力

やさらに地域の方々との関係性構築が求められる。そこで本事業では、人を紹介する不動産情報として

のあり方を示し、先輩移住者やリノベ経験者へのインタビュー記事、地元高校生らのローカル・メディア

図５ コミュニティサイトのサイトマップ（現在構築中） 



「まちのてらこや」と融合するなど地域の諸種のあらゆる暮らしに関する情報を対象に、信濃大町まち守

舎のウェブサイトに実装する予定である。本事業期間内で実施した様々な取り組みの報告記事ならびに、

今後開催するお知らせを掲載し特定の SNS と連動するなどの機能も有する。 

そして、本サイトはアカウント登録制とし、相談窓口に来訪しなければこのアカウントを得ることができな

い（または友人の紹介制を含めることも検討中）。つまり、まずは直接現地に訪れてもらい、相談窓口等を

契機に空き家の学校やまち歩きへの参加を促すなかで、家主を含めた地域の方々との交流機会が生ま

れる設計とした。図５に現在構築中のサイトマップを示し、図６・７に構築中のスクリーンショットを例示する。

本サイトの本格的な稼働は、2020 年春を予定している（URL：machimorisha.jp）。 

 

 

←図６・↑図７ コミュニティサイトの一例 

 

 



（３）成果 

① 取り組みの成果一覧 

本事業の主要な成果として、これまで地域に顕在化されていなかった、空き資源情報の生産→共有

→試用の場の創出を地域のステークホルダー（住民・高校・大学・企業・行政ら）で協働実践（プロセスを

共有）することで中間支援活動の輪郭を形づくる可能性が示されてきた。それぞれの取り組みの概要を

表６にまとめた。その他、相談窓口の拠点に様々なアクティビティも生まれている（写真４）。 

 

取り組み内容 目的・ねらい 対象者 実施数 参加数 

 定例会議・月例会議 情報共有機会・ディスカッションの場 まち守舎構成員・サポーター 12 回 147 人 

相談窓口対応 山岳情報から移住・起業まで支援する

暮らしのエントランス機能の創出 

どなたでも 29 回 46 組 

出張相談・現地視察 オーナーが中心 3 件 - 

｢大町わがまち案内人｣ 住人十色のまちの視点・価値の創出 案内人(住人)／参加者（一般） 8 回 45 人 

「空き家の学校」 スクール形式の交流・実践機会の創出 どなたでも 6 回 104 人 

「空き家の相談会」 専門家への相談機会の創出 どなたでも 1 回 10 人 

インスペクション 現況把握による情報生産・流通促進 オーナー・空き資源活用者ら 2 件 - 

空き資源カルテ（記事） 
人・家族・生業等の暮らしの履歴や物

語を通じた不動産情報の生産 
オーナーや空き資源活用者ら 6 件 - 

コミュニティサイト 
知る／住む／働くで構成する大町暮ら

しの情報生産・マッチング機会の創出 
どなたでも（アカウント登録制） - 

来春稼

働予定 

写真４ 相談窓口の入る.BASE OMACHI を地域の多主体が多様な使い方を実践中 

表６ 各取り組みの成果一覧 



また、成果物として、相談窓口・大町わがまち案内人・空き家の学校・空き家の相談会について、それ

ぞれ作成したチラシ画像や実施時の写真、参加人数等の記載により実施報告を作成した。空き資源カ

ルテについては、各記事 1 本あたり 1,000 文字強、A4 サイズ 1 枚程度にまとめ、信濃大町まち守舎のサ

イトにそのままの形で掲載して読みやすいもの、またプリントアウトしても見やすいものをフォーマット化し

て作成した。（各成果物の抜粋は図８～１２。実際の成果物は提出書類⑭：本事業の経費で作成した成

果物を参照のこと） 

↑図８ 相談窓口開催報告抜粋／↓図９ 大町わがまち案内人開催報告抜粋 



 

 

 

 

 

↑図 10 空き家の学校開催報告抜粋／↓図 11 空き家の相談会開催報告抜粋 



 

②  メディア掲載一覧 

本事業期間内でメディアに取り上げていただいた記事一覧（合計１１件）を表７に示す。それ以降の図

14〜24 に掲載記事を添付する。 

表７ メディア掲載一覧 

 

 

 

 

 

図版番号 日付 掲載紙 見出し ウェブ上の掲載 

図 14  8/22 大糸タイムス “資源”に着目 古材のリユース ● 

図 15 10/2 大糸タイムス “ガランドウ”から発想機会 古材のリユース ● 

図 16 11/23 大糸タイムス 不動産で建物検査体験 ● 

図 17 12/12 大糸タイムス 大町に活動「ベース」誕生 ● 

図 18 12/14 大糸タイムス 大町わがまち案内人と水路巡る ● 

図 19 1/22 大糸タイムス まち歩きで魅力発見 ● 

図 20 1/23 朝日新聞 大町の空き家活用へ相談拠点 ● 

図 21 1/29 大糸タイムス 官学連携まちづくりが広がる ● 

図 22 2/2 中日新聞 電器店一新 町の拠点に ● 

図 23 2/20 日本経済新聞 移住ライフの発信拠点 ● 

図 24 2/27 大糸タイムス 古地図手に散策 歴史触れる ● 

図 12・13 空き資源カルテの一例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 大糸タイムス（8/22 付） 

図 15 大糸タイムス（10/2 付） 

図 16 大糸タイムス 

（11/23 付） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 大糸タイムス（12/14 付） 

図 19 大糸タイムス（1/22 付） 

図 17 大糸タイムス（12/12 付） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 朝日新聞（1/23 付） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 大糸タイムス（1/29 付） 

図 23 日本経済新聞（2/20 付） 

図 22 中日新聞（2/2 付） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価と課題 

① 相談員や専門家の研修・育成、交流機会の創出 

・ 信濃大町まち守舎メンバーによる月に一度の月例ミーティングのほかに、臨時でミーティングを柔

軟に開催し、オンライン会議等も活用し情報共有の機会を可能な限り創出した。結果、本事業期

間内では、月平均 1.7 回の会議を開催し概ね良好に意思疎通ができた。ただし、会議以外の情

報共有は特定のメンバーに偏り、一方向的な部分もあった。また蓄積するデータの円滑な共有方

法も含め今後の検討課題としている。 

・ 地元の様々が案内人となり、その人ならではのまち歩きの機会を提供するまち歩き「わがまち大町

案内人」を計８回開催した。それぞれの案内人ならではの切り口で、同じまちなのに異なる価値を

提供することができた。今後も春夏秋冬の大町の魅力を様々な視点で切り取る場としてシリーズ

開催する予定。そのためにもフライヤーデザインの体裁を本事業当初から整えることを意識した。

折り畳んでポケットに入れられるまち歩き用のデザインとなっている。そして案内人として、参加者

として双方の住民参画の関わりしろを持つことができたことは、今後の取り組みの重要な軸になる

と考えている。課題としては、空き家・空き店舗等の見学も併せて実施するとしていたが、実現でき

ていないので、空き資源カルテの内容とあわせて、今後絡めて紹介することを検討している。場合

によっては、空き資源に特化したまち歩きも行うことで、起業・移住希望者への門戸も引き続き有

していきたい。 

図 24 大糸タイムス（2/27 付） 



・ 当初２回開催予定であった「空き家の学校」は、非常に認知度が向上し、様々な企画・テーマが

持ち込まれるように育ってきったことで、本事業期間内では計６回開催するに至った（※７回予定

していたが、新型コロナウィルスの影響で延期）。特に、2月24日に開催した陶芸作家の回は老若

男女の町内住人が多数参加し、大盛況となった（写真５）。 

・  

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、石川県金沢市・輪島市へ大型バスを借り上げて先進地視察も実施した（写真６）。主に、「ご

ちゃまぜ」によるソーシャル・インクルージョンで著名な社会福祉法人仏子園の取り組みについて

学ぶ内容である。シェア金沢、輪島カブーレを中心に現地訪問・説明機会を頂戴し、社会福祉の

観点の重要性を再認識する機会となった。同時に、いかに地域全体として稼ぐか、エリアの価値

を向上する様々な取り組みに触れた。 

課題としては、Facebook 上での情宣に終始しており、紙媒体としての効力が薄いように感じている。

今後は、春に公開予定のウェブサイトを弾力的に活用し、情報発信の工夫を試みていきたい。 

 

② 地域の専門家等との連携体制の構築 

・ 「空き家の相談会」を当初計２回の開催としていたが、１回の開催となった。地域の様々な専門家

と協働しテーマ（賃貸・売買／建物調査／相続・税務／解体・古材リユースなど）ごとに開催するこ

とは変えずに今後も開催したいが、空き家の学校では地元の建築士らとの連携が図れているので、

その役割の棲み分けも検討課題である。また、まち歩き等とも弾力的に同日開催するなど参加の

しやすさについて考慮していきたい。 

 

③ 相談事務の実施 

・ 前述のとおり、旧電器店の改装プロセスを学びの場と捉えて段階的にリノベーションを施し、空き

店舗が再生した。そのなかに、山から移住まで受け皿となる多機能な相談窓口を設置することで

きた。12 月中旬に開設されてから計 46 組の相談実績があるが、まだまだ認知度は低い。今後も

様々な取り組みのなかで、人と情報が集積する拠点として機能することを目指している。課題とし

ては、相談業務のフローがまだ曖昧であり、信濃大町まち守舎メンバー間での情報共有方法や、

対応手順の検討は今後改めて必要と考えている。 

・ そして、地域住民（子どもからご年配の方まで）が日常的に立ち寄れるコミュニティ・スペースとして

もまちに開くと当初考えていた通り、様々な方々が現に立ち寄り、使い方のアイデアが日々持ち込

まれている状況である（写真４）。様々な可能性を模索しながら場の価値を高めていきたい。 

 

 

 

写真５ 陶芸家（移住者）による空き家の学校 写真６ 視察の様子：金澤町屋情報館 



④ 実施した取組のとりまとめ・公表 

・ 報告会は、当初、３月１３日から１５日の空き家の学校の最終日に予定していたが、新型コロナウィ

ルスの影響で開催延期（または中止）としている。 

・ 通常の情報発信方法として、Facebook の専用ページを活用している。URL は、以下のとおり。 

https://www.facebook.com/%E4%BF%A1%E6%BF%83%E5%A4%A7%E7%94%BA%E3%81%BE%E3%81%A

1%E5%AE%88%E8%88%8E%E7%A9%BA%E5%AE%B6%E3%81%AE%E5%AD%A6%E6%A0%A1-1517600108

385125/ 

・ ウェブ上で「コミュニティサイト」の公開を春に予定している。URL は、以下のとおり。 

https://machimorisha.jp 

 

⑤ その他の取り組み 

・ 「空き資源カルテ」の調査・作成：所有者からの連絡に基づき、現地調査やインタビュー等を行い

記録化・マッチング情報のストックを行った（計６件）。空き資源の情報だけでなく、リノベーションの

過程も記事にすることで、後進の教材としても機能することを考えている。必要に応じて、「インス

ペクション(建物検査等)」の推進を地元専門家と連携し行い、計２件実施した。ウェブサイト上でこ

れから掲載かつ公開予定であるので、反応等を鑑みながら微修正していきたい。 

 

４．今後の展開 

・ ３の中で個別に今後の展開は触れているが、統合的に空き家等を流通させるための持続的な仕組み

づくりのため、大町市との接点（情報の拾い出しと発信による「メディア」の拠点と直接体験できる機会に

よる「場」としての拠点）を創出する試みを進めてきた。今後も継続した取り組みを進めていきたい。その

ための財源の確保や組織の形態について、検討課題としている。 

・ 春に公開予定のウェブサイトを実際に運用しながら、マイナーチェンジを重ねていきたい。これまで実

施した様々な取り組みを本サイト上で統合し、地域内外から閲覧・アクセス可能なプラットフォームとして

どのような効果があるか検証する。 

・ 本事業成果をもとに、統合的に「空き家アセスメント」として体系化することを検討している。具体的には、

これまで一緒くたにされてきた空き家情報のあり方を改めて問い直し、建造物が持つ様々な潜在的情

報にも注目する。つまり、空き家の顕在的・潜在的価値の両面を評価する手法を体系化することで、新

たな不動産情報のあり方を構築していきたい。そして、関わりしろを継続的に創出することで流通と自治

の強化を促し、エリア全体の価値を高めていきたいと考えている。 
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